
　使用原料が減ることにより、原料を溶かすための消

費燃料や消費電力が比例して少なくなります。 

また、軽量化は、輸送燃料の節約にもつながります。

　びんの軽量化は、製造時や輸送時において、地球

温暖化の原因となっている二酸化炭素の排出を比例

的に削減します。

　軽量化により、女性やお年寄り、お子様にも持ちや

すくなります。 実際に、人間工学的に握りやすい太さ

とデザインで、共用品(注)として活躍が期待されてい

る軽量びんもあります。

　環境に優しい商品の代名詞であるエコマーク商品

類型では、対象製品が認定基準を満たしていれば、

ISO14020、ISO14024に則り第三者機関「公益財団法

人　日本環境協会」により「タイプⅠ環境ラベル」　

表示が認められています。

　スーパーやコンビニで買い物するたびに商品を入れて

もらうレジ袋は、素材はプラスチックでできています。

一枚一枚は薄く、重さも小さいのですが、積もれば山

のたとえどおり、国内のレジ袋使用量は、年間300億

枚、原油換算で55万klにもなります。

　マイバッグをもっていけば、レジ袋は使わずにすみ

ます。ごみの処理による環境負荷を低減させる意味

からも、レジ袋は削減したいものです。レジ袋は家庭

で出るプラスチックごみの10 ～15% にあたります。

レジ袋を使わないことは、私たち誰もが、今すぐでき

るごみの削減と石油資源の節約であり、レジ袋1枚で

約40g に相当するCO2 の発生抑制にもなります。

　

　2006 年に行なわれた容器包装リサイクル法の見直

しの中で、レジ袋については、年間50トン以上使う小

売店に対して、レジ袋削減等の取り組みの報告が義

務付けられました。事業者の自主取り組みとして、

2010 年までに、日本チェーンストア協会は辞退率目標

を30 % にしましたが25.0 %に留まり、2013年になっ

て大手スーパー等の有料化が功を奏し、47.9 %と大

幅にアップして達成しました。コンビニなどのフラン

チャイズチェーン協会は目標を35%削減としましたが、

結果は30.3 %と未達成になっています。百貨店協会

は紙類を25 %、プラスチック類もできるだけ削減する

と明言。スマートラッピング等の取組みで、2005年に

はすでに削減率28.8%を達成しました。

省エネルギー 軽くて持ちやすい

軽量びんのエコマーク

CO2 排出の削減

たかがレジ袋、されどレジ袋 流通業界のレジ袋削減の取り組み

（出典：日本ガラスびん協会）

 (注) 共用品とは？
公益財団法人 共用品推進機構は、共用品の条件として「身体
的な障害、機能低下のある人も、ない人も共に使いやすくなっ
ているもの」などを提示しています。

　食品スーパーに入ってすぐ気が付くのが、裸売りしてい

るたくさんの野菜類です。

　次に気がつくのは肉売り場です。白や透明のトレーに

盛られた、たくさんの豚肉や鶏肉の中で光っているのが

“トレーのない”肉類。手で持とうとするとなんとなく違

和感を覚えることがありますが、真空パッケージなので

心配ありません。

　このノントレー包装は新しい取組みなので、普及する

にはまだまだ時間がかかるかも知れません。が、消費者

の優先的に購入するなどの支援があれば、早期に普及す

ることも可能かも知れません。

　そして、店内をぐるっと回って、次に気が付くのは詰め

替え用品。商品としては洗剤類が多いです。これらの本

体容器は重いのでプラスチックの使用量も多く、硬いた

めにかさばります。詰め替え容器は、本体容器のボトル

ごみを減らすことができる優れた取り組みで、日本では

かなり広まっています。

　最後に、レジで配布されるレジ袋。このレジ袋ごみを

抑制しようとする取り組みが「レジ袋有料化」です。ポイ

ント制や値引きなどもありますが、削減効果は50％程度

ですが、有料化の効果は90％以上です。

2. 店舗で見かけるリデュース商品

3. レジ袋を減らす

一日一枚のレジ袋（10g）を断ると年間 ! 

辞退枚数365枚（年間） ⇒ レジ袋3,650g

⇒ 3.6kgのごみ削減

⇒ 原油約6.7リットルの節約（レジ袋1枚=18.3ml）　

⇒ CO2約14.6kg削減

（レジ袋1枚=CO2が40gとして計算した場合）

⇒ ブナの木　約1.3本の吸収量に相当　

※埼玉県HPより

大型レジ袋 18.3ミリリットル

年間300億枚として計算すると、54万9000キロリットルになります。

原料としての使用分
＋

製造工程での使用分

54万9000キロリットル 65万4000キロリットル

日本の1日あたりの
原油輸入量に相当
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